
                            
                                     

木材使用状況調査（様式１－１：道営分・公共建築物）記載要領 

【記載方法】 

 （１）留意事項 
① 調査票は、統一様式による集計のため、シートをロックし、着色部のみ入力可能としています。ロッ

クは解除しないでください。 

② 左上の所管部及び施工地区はプルダウンリストから選択してください。 

 （２）「事業概要」欄について 

① 施設別の木材使用量がわかるよう、工事名（契約単位等）ごとに記入してください。 

② 「構造」はプルダウンリストから選択してください。 

③ 「地上階数（階）」、「延べ床面積（㎡）」は単位を省略し、数値のみ記入してください。なお、内

装木質化のみの場合は当該施設の階数、延べ床面積を記載し備考欄にその旨記載願います。 

④ 「工事種別」欄は、プルダウンリストから選択してください。 

（３）「使用量」の記入について 

① 各事業の木材使用量を「構造材」、「内装材」、「外装材」、の該当する欄に、小数第 2 位を四捨五

入し、小数点以下第 1 位までを記入してください。（数値は自動的に小数第 2 位で四捨五入されま

す。） 

なお、樹種の判別ができる場合には「備考」欄にその棟を記載して下さい。使用量は、「全体」と「う

ち道産材」の区別があります。「全体」には使用量全体を記入し、そのうち北海道内の森林で産出さ

れ、道内で加工された木材の数量を「うち道産材」欄に記入してください。 

※道産材の把握が困難な場合は、全体使用量のみ記載してください。 

 


